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第１７章 情報

第１ 教科目標，評価の観点及びその趣旨
１ 教科目標
情報の各分野に関する基礎的・基本的な知識と技術を習得させ，現代社会における情報の意義や役割
を理解させるとともに，高度情報通信社会の諸課題を主体的，合理的に解決し，社会の発展を図る創造
的な能力と実践的な態度を育てる。

２ 評価の観点及びその趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報の各分野に関する諸 情報の各分野に関する諸 情報の各分野に関する基 情報の各分野に関する基
問題について関心をも 問題の解決を目指して自 礎的・基本的な技術を身 礎的・基本的な知識を身
ち，その改善・向上を目 ら思考を深め，基礎的・ に付け，実際の仕事を合 に付け，現代社会におけ
指して意欲的に取り組む 基本的な知識と技術を活 理的に計画し，適切に処 る情報及び情報産業の意
とともに，創造的，実践 用して適切に判断し，創 理するとともに，その成 義や役割を理解してい
的な態度を身に付けてい 意工夫する能力を身に付 果を的確に表現する。 る。
る。 けている。

第２ 各科目の評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情 情報産業やコンピュータ 情報産業の発展が現代社 基本的な情報のセキュリ コンピュータ等に関する
報 のハードウェア，ソフト 会に及ぼす影響や情報モ ティ管理を行うことがで 基礎的・基本的な知識を
産 ウェア等に関心をもち， ラルの必要性等について きるなどのコンピュータ 身に付け，それらの内容
業 その意義や役割を理解 考え，情報伝達の方法や 等に関する基礎的・基本 や役割を理解するととも
と し，諸問題について意欲 情報の取り扱いなどにつ 的な操作技術を身に付 に，情報産業に関する基
社 的に調べるとともに，自 いて適切に判断し，創意 け，情報産業や情報モラ 礎的・基本的な知識を身
会 ら進んで社会の発展に寄 工夫する能力を身に付け ル等に関する事例を収集 に付け，情報モラルの必
与使用とする創造的，実 ている。 し，その成果を的確に表 要性や情報のセキュリテ
践的な態度を身に付けて 現する。 ィ管理の重要性について
いる。 理解している。

ネ ネットワークシステムに ネットワークシステムの ネットワークシステムに ネットワークシステムの
ッ 関する技術や諸問題に関 構築，運用，保守，安全 関する基礎的・基本的な 構築，運用，保守，安全
ト 心をもち，その構築，運 対策などに関する諸問題 技術を身に付け，その構 対策などに関する基礎的
ワ 用，保守，安全対策など の解決を目指して，自ら 築，運用，保守，安全対 ・基本的な知識を身に付
の改善・向上に意欲的に 情報を収集・整理し思考 策などの実際の作業を合 け，ネットワークシステ

ー

ク 取り組むとともに，自ら を深めるとともに，適切 理的に計画し，適切に処 ムの全体像や関連するハ
シ 進んで諸問題を解決しよ に判断し，創意工夫する 理するとともに，その成 ードウェアの概要や役割
ス うとする創造的，実践的 能力を身に付けている。 果を的確に表現する。 について理解している。
テ な態度を身に付けてい
ム る。

マ マルチメディアの特質や マルチメディア作品の制 マルチメディアに関する マルチメディア作品の制
ル 利用技術と，それらの諸 作と発表に関して，情報 基礎的・基本的な技術を 作に関する基礎的・基本
チ 問題に関心をもち，マル を収集・整理し，思考を 身に付け，作品制作や発 的な知識を身に付け，マ
メ チメディア作品の制作と 深め，基礎的・基本的な 表方法の検討などの作業 ルチメディアのもつ伝達
デ 発表について，意欲的に 知識や技術を活用して適 を合理的に計画し，作品 効果とその特質を理解し
ィ 取り組むとともに，自ら 切に判断し，創意工夫す を評価し改善するなど， ている。
ア 進んで作品を制作しよう る能力を身に付けてい 適切に処理するととも
表 とする創造的，実践的な る。 に，その成果を的確に表
現 態度を身に付けている。 現する。
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第３ 原則履修科目における内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
情報産業と社会
１ 目標
情報産業と社会とのかかわりについての基本的な知識を習得させ，情報への興味や関心を高めるとと
もに，情報に関する広い視野を養い，創造する力を伸ばし，社会の発展を図る能力と態度を育てる。

２ 評価の観点の趣旨

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報産業やコンピュータ 情報産業の発展が現代社 基本的な情報のセキュリ コンピュータ等に関する
のハードウェア，ソフト 会に及ぼす影響や情報モ ティ管理を行うことがで 基礎的・基本的な知識を
ウェア等に関心をもち， ラルの必要性等について きるなどのコンピュータ 身に付け，それらの内容
その意義や役割を理解 考え，情報伝達の方法や 等に関する基礎的・基本 や役割を理解するととも
し，諸問題について意欲 情報の取り扱いなどにつ 的な操作技術を身に付 に，情報産業に関する基
的に調べるとともに，自 いて適切に判断し，創意 け，情報産業や情報モラ 礎的・基本的な知識を身
ら進んで社会の発展に寄 工夫する能力を身に付け ル等に関する事例を収集 に付け，情報モラルの必
与使用とする創造的，実 ている。 し，その成果を的確に表 要性や情報のセキュリテ
践的な態度を身に付けて 現する。 ィ管理の重要性について
いる。 理解している。

３ 学習指導要領の内容，内容のまとまりごとの評価規準及びその具体例
「情報産業と社会」においては，学習指導要領の内容の(1)や(2)などの大項目を内容のまとまりとし
て，これらごとに評価規準を設定した。

(1)「情報化と社会」
】【学習指導要領の内容

(1) 情報化と社会
ア 情報化と社会生活
イ 情報産業の発展と社会
ウ 高度情報通信社会のモラル

【「(1) 情報化と社会」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

情報通信技術や情報伝達 情報産業の形成とその変 情報産業の発展による産 情報通信技術や情報伝達
手段などの発展が産業構 遷，情報化が社会生活に 業構造の変化，新しい情 手段などに関する基礎
造及び社会生活に及ぼす 及ぼす影響などについて 報産業の形成，知的所有 的・基本的な知識を身に
影響，知的所有権やプラ 考え，情報伝達の方法や 権などの情報モラルや情 付け，その発展が産業構
イバシーの保護などの情 手段を適切に判断するこ 報のセキュリティ管理に 造及び社会生活に及ぼす
報モラル並びにコンピュ とができる。 関する課題を追究するた 影響，情報産業の現状と
ータ犯罪への対策などの 個人及び産業人として， めに役立つ情報等を収集 今後の在り方などについ
情報のセキュリティ管理 知的所有権などの情報モ し，その成果を適切な方 て理解している。
に興味や関心をもち，意 ラルの必要性や情報のセ 法で表現することができ 知的所有権やコンピュー
欲的に調べ，実践的な態 キュリティ管理の重要性 る。 タ犯罪などに関する基礎
度を身に付けようとして を考え，情報の取り扱い 知的所有権などの情報モ 的・基本的な知識を身に
いる。 について適切な判断がで ラルを遵守した情報の取 付け，個人及び産業人と

きる。 り扱いや基本的な情報の して，情報モラルの必要
セキュリティ管理を行う 性や情報のセキュリティ
ことができる。 管理の重要性について理

解している。
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【「(1) 情報化と社会」の評価規準の具体例】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・情報通信技術や情報伝 ・情報関連機器や情報通 ・情報関連機器や情報通 ・情報通信技術や情報伝
達手段などの発展が， 信技術が社会のあらゆ 信技術及び情報伝達手 達手段などに関する基
産業構造及び社会生活 る分野に浸透している 段を具体的にあげ，そ 礎的・基本的な知識を
に及ぼす影響に興味や ことやその影響などに の用途や利用状況を説 身に付け，その発展
関心をもち，意欲的に ついて考え，情報伝達 明できる。 が，産業構造及び社会
調べ，確認しようとし 方法や手段について適 ・情報化による産業構造 生活に及ぼす影響につ
ている。 切な判断ができる。 の変化や情報産業の発 いて理解している。
・情報産業の発展と社会 ・情報産業の発展と社会 展，新しい情報産業な ・情報産業の現状や社会
とのかかわりや情報産 のかかわりや情報産業 どについて，インター とのかかわり，情報産
業の今後の在り方など の今後の在り方につい ネットなどを利用し， 業の今後の在り方につ
について興味や関心を て考えることができ 情報を収集することが いて理解している。
もち，調べようとして る。 できるとともに，その ・情報産業に関する基礎
いる。 ・知的所有権や個人のプ 成果を適切な方法で表 的・基本的な知識をも
・情報関連機器や情報通 ライバシーの保護など 現することができる。 ち，情報産業現場の見
信技術に関心をもち， の情報モラルの必要性 ・知的所有権などの情報 学等の体験を通して，
情報産業現場の見学等 及び情報のセキュリテ モラル，情報のセキュ 実際の情報産業につい
の体験を通して，実践 ィ管理の重要性につい リティ管理に関する事 て理解している。
的な態度を身に付けよ て考え，実習などの体 例を収集し，その成果 ・知的所有権の種類や内
うとしている。 験を通して，情報の取 を適切な方法で表現す 容，情報モラル，情報
・知的所有権や個人のプ り扱いについて適切な ることができ，情報モ のセキュリティ管理な
ライバシーの保護など 判断ができる。 ラルを遵守した情報の どに関する基礎的・基
の情報モラル，コンピ 取り扱い，パスワード 本的な知識をもち，実
ュータ犯罪への対策な 管理などの基本的な情 習などの体験を通し
どの情報のセキュリテ 報セキュリティ管理を て，その必要性や重要
ィ管理に興味や関心を 行うことができる。 性を理解している。
もち，その重要性や必
要性について調べ，実
習などの体験を通し
て，実践的な態度を身
に付けようとしてい
る。

(2)「情報化を支える科学技術」
【学習指導要領の内容】
(2) 情報化を支える科学技術
ア ハードウェアの基礎
イ ソフトウェアの基礎
ウ コンピュータの利用形態

【「(2) 情報化を支える科学技術」の評価規準】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

コンピュータシステムに データ形式や表現方法及 コンピュータとその周辺 データ形式や表現方法及
関するハードウェアやソ び論理回路，コンピュー 装置に関する基本的な操 び論理回路，コンピュー
フトウェア及び利用形態 タ全体の働きとその構成 作技術を身に付け，デー タの機能や構成及び役割
などに興味や関心をも や役割などについて考 タ形式や表現方法と論理 などに関する基礎的な知
ち，データ形式や表現方 え，周辺装置等の構成に 回路，コンピュータ全体 識を身に付け，ハードウ
法及び論理回路，コンピ ついて適切な判断ができ の働きとその構成や役割 ェアの基本的な原理や特
ュータ全体の働きとその るとともに，基本ソフト について説明できるとと 性などを理解している。
構成や役割，基本ソフト ウェアとアプリケーショ もに，基本ソフトウェア そして，基本ソフトウェ
ウェアとアプリケーショ ンソフトウェアの種類と とアプリケーションソフ アとアプリケーションソ
ンソフトウェアの役割や 内容及び役割について考 トウェアに関する基本的 フトウェアの種類や内容
特徴，データの処理方式 え，それらに応じた活用 な操作技術を身に付け， に関する基礎的な知識を
等について意欲的に調 方法の適切な判断ができ その種類と内容及び役割 身に付け，その基本的な
べ，実践的な態度を身に る。 について説明できる。 操作方法や役割及び特徴
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付けようとしている。 コンピュータの利用形態 コンピュータの利用形態 などを理解している。
やデータ処理方式，イン やデータの処理方式など コンピュータの利用形態
ターネットの利用方法な について説明できる。 やデータの処理方式な
どについて考えることが ど，処理システムの概念
できる。 を理解している。

【「(2) 情報化を支える科学技術」の評価規準の具体例】

関心・意欲・態度 思考・判断 技能・表現 知識・理解

・コンピュータのハード ・２進数や１６進数など ・２進数や１６進数など ・２進数や１６進数など
ウェアに興味や関心を による表現方法，論理 による表現方法，論理 による表現方法，論理
もち，２進数や１６進 回路を用いた演算方法 回路などについて説明 回路などに関する基礎
数などによる表現方 などを考えることがで できる。 的・基本的な知識を身
法，論理演算と論理回 きる。 ・コンピュータと周辺装 に付けている。
路などについて調べ， ・コンピュータ全体の働 置の基本的な操作技術 ・コンピュータ全体の働
自ら課題に取り組もう きや役割などを考え， を身に付け，コンピュ きと周辺装置の機能及
としている。 コンピュータと周辺装 ータ全体の働きや役割 び役割について理解し
・コンピュータ全体の働 置の構成と運用などに などについて説明でき ている。
きとその構成や役割な ついて適切な判断がで る。 ・基本ソフトウェアとア
どに興味や関心をも きる。 ・実習などの体験を通し プリケーションソフト
ち，コンピュータと周 ・基本ソフトウェアとア て，基本ソフトウェア ウェアに関する基礎的
辺装置などについて調 プリケーションソフト とアプリケーションソ ・基本的な知識をも
べ，確認しようとして ウェアの必要性と，そ フトウェアの基本的な ち，それらの種類や内
いる。 れらの種類や内容及び 操作技術を身に付け， 容及び役割を理解して
・ソフトウェアやその利 役割を考慮して，使用 それらの種類や内容及 いる。
用技術に興味や関心を 目的に応じた適切な選 び役割を説明できる。 ・コンピュータの利用形
もち，基本ソフトウェ 択ができる。 ・コンピュータの利用形 態やデータの処理方式
アとアプリケーション ・目的に応じて，コンピ 態やデータの処理方式 などの知識をもち，処
ソフトウェアの種類や ュータの利用形態やデ などについて説明がで 理システムの概念や特
内容及び役割，その特 ータ処理方式，インタ きる。 徴を理解している。
徴などについて調べ， ーネットの利用方法な ・インターネットなどを
実習等の体験を通して どについて考えること 活用した情報収集の基
積極的に利用する態度 ができる。 本的な操作ができる。
を身に付けようとして
いる。
・コンピュータの利用形
態やデータの処理方
式，インターネットに
興味や関心をもち，そ
の役割や特徴などにつ
いて調べ，実践的な態
度を身に付けようとし
ている。



情－5

第４ 単元の評価に関する事例
情報産業と社会
ここでは，「情報産業と社会」（２単位）の学習内容のうち「情報化と社会」において指導と評価の
工夫を行った事例「情報産業の発展と社会」を紹介する。

単元名 (1) 情報化と社会 イ．情報産業の発展と社会 （６時間）

１ 単元の目標
(1) 産業構造の変化に伴い，情報産業がサービス業を中核として進展していることについて理解させる。
(2) 職業観を養うために，情報産業の種類と特色等の理解を通じて社会の中で情報産業が果たす役割や
位置付けなどについて考えさせる。
(3) 情報通信ネットワークの進展による新しい情報産業の創設と社会生活の変化について理解させると
ともに，情報産業の今後の在り方について考えさせる。
(4) 電子商取引を例にして，情報産業と社会生活のかかわりについて考えさせる。

２ 単元の評価規準

ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

内 情報通信技術や情報伝 情報産業の形成とその 情報産業の発展による 情報通信技術や情報伝
容 達手段などの発展が産 変遷，情報化が社会生 産業構造の変化，新し 達手段などに関する基
の 業構造及び社会生活に 活に及ぼす影響などに い情報産業の形成，知 礎的・基本的な知識を
ま 及ぼす影響，知的所有 ついて考え，情報伝達 的所有権などの情報モ 身に付け，その発展が
と 権やプライバシーの保 の方法や手段を適切に ラルや情報のセキュリ 産業構造及び社会生活
ま 護などの情報モラル並 判断することができ ティ管理に関する課題 に及ぼす影響，情報産
り びにコンピュータ犯罪 る。 を追究するために役立 業の現状と今後の在り
ご への対策などの情報の 個人及び産業人とし つ情報等を収集し，そ 方などについて理解し
と セキュリティ管理に興 て，知的所有権などの の成果を適切な方法で ている。
の 味や関心をもち，意欲 情報モラルの必要性や 表現することができ 知的所有権やコンピュ
評 的に調べ，実践的な態 情報のセキュリティ管 る。 ータ犯罪などに関する
価 度を身に付けようとし 理の重要性を考え，情 知的所有権などの情報 基礎的・基本的な知識
規 ている。 報の取り扱いについて モラルを遵守した情報 を身に付け，個人及び
準 適切な判断ができる。 の取り扱いや基本的な 産業人として，情報モ

情報のセキュリティ管 ラルの必要性や情報の
理を行うことができ セキュリティ管理の重
る。 要性について理解して

いる。

単 ・情報産業に関心をも ・事例検索の際に適切 ・インターネットスー ・産業構造の変化，種
元 ち，業務の種類や内 なキーワードを選択 パーの取扱商品や配 類，特徴及び今後の
の 容，携わる人々につ している。 送サービス等につい 動向について理解し
評 いて考えている。 ・情報産業が社会生活 て情報を収集してい ている。
価 ・情報産業と社会生活 に有用に機能してい る。 ・企業における情報技
規 のかかわりについて る場面を考え，その ・ワークシートの内容 術の活用に関する事
準 考えている。 結果をまとめてい を文章や記述方法を 項を理解している。

る。 工夫して記述してい ・日本の情報産業の技
・電子商取引の利点や る。 術力について理解し
欠点を考え，まとめ ている。
ている。 ・電子商取引を構成す

る要素と特徴を理解
している。

学 ①情報産業の発展と社 ①目的のＷｅｂページ ①検索条件を活用した ①情報産業の分類，職
習 会生活のかかわり を表示させるため 絞り込みなどを行 種について理解して
活 や，今後の在り方に に，検索結果からキ い，検索をしてい いる。
動 ついて考えようとし ーワードを選択して る。 ②情報産業の展開や今
に ている。 いる。 ②ワークシートを記入 後の在り方について
お ②情報産業の事例を検 ②情報産業とライフス する際，箇条書きや 理解している。
け 索することによっ タイルの変化との関 矢印を用いるなどし ③インターネットスー
る て，情報産業の分野 連について，ワーク て表現している。 パーの長所と短所に
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具 や職種について考え シートにまとめてい ついて理解してい
体 ようとしている。 る。 る。
の ③情報産業に携わる人 ③電子商取引の利点や
評 々の業務内容につい 欠点について，ワー
価 て考えようとしてい クシートにまとめて
規 る。 いる。
準 ④電子商取引と消費生
活との係わりについ
て考えようとしてい
る。

３ 指導と評価の計画

評価規準と
時 学習活動 の関連 評価の方法
間

ア イ ウ エ

◇行動観察１ ・戦後の産業構造の変化についてについて就業人口の資料をもと ①
次 に学習する。
・近年のサービス経済化と情報関連産業の発展について学習す

（

１ る。
時 ・情報産業の具体的な種類について，サービス業とかかわらせて
限 学習する。）

◇行動観察２ ・情報産業を「コンピュータ産業」「情報サービス産業」「ネッ ②
◇行動観察，検索結果次 トワーク産業」に分類し，具体的な業務内容，ＳＥやＰＧなど ①
◇行動観察，検索結果

（

の職種について学習する。 ①
◇ワークシート２ ・情報化の変遷と業務形態の変化について学習する。 ①

時 ・インターネット上からコンピュータメーカー，ＳＩやＩＳＰな
限 どの事業者のＷｅｂサイトを使って具体的な業務内容について
確認する。

）

◇ワークシート３ ・ＩＳＰやＡＳＰなどのインターネット関連の産業やデザインや ③
◇ワークシート次 マルチメディアなどに関連する新しい情報産業について学習す ②
◇ワークシート

（

る。 ②
◇ワークシート３ ・ＴＲＯＮ開発のテレビドキュメンタリーを視聴し，製品開発の ②

・ 背景と情報産業に携わる人々について学習する。
４
時
限）

◇ワークシート４ ・電子商取引の例とし「Ｂ ｔｏ Ｂ」「Ｂ ｔｏ Ｃ」「Ｃ ｔｏ ④
◇ワークシート次 Ｃ」といったキーワードをもとに学習する。 ③
◇ワークシート

（

・ＳＣＭを例に流通業における企業間の情報共有のメリットを学 ③
５ 習する。
・ ・インターネットスーパーを例に消費生活の観点からライフスタ
６ イルの変化について学習する。
時 ・インターネット上のインターネットスーパーのサイトを使っ
限 て，現実の店舗との比較や利便性等について考える。）
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４ 観点別評価の進め方
学習活動における具体の評価規準に照らし，「十分満足できると判断される」状況（Ａ）と評価され
る具体例と，「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）と評価される生徒への指導の手だてを次にまと
めた。

学習活動における 評価
具体の評価規準

「十分満足できると判断される」状況 「努力を要すると判断される」状況
学習活動 （Ａ）と評価される具体例 （Ｃ）と評価される生徒への指導の手だ

て

１次 ア① 情報産業の発展を社会生活とのかかわり 情報産業の発展と社会生活のかかわりに
（１時限） を十分に踏まえ，情報産業の今後の在り ついてまとめさせ，課題追究の意欲を育

方について具体的に示すなど，意欲的に てる。
取り組んでいる。

２次 ア② 自ら見出した分類のキーワードに基づい 教科書などを参考にして，適切なキーワ
（２時限） て情報産業の事例を検索し，情報産業の ードを見つけ出せることによって，自主

分野や職種について自主的に考えてい 的に調べることがでいるように手だてを
る。 講ずる。

イ① 検索結果を読み解くことによって様々な 教科書の用語などを参考にキーワードを
情報を収集し，それに基づいて適切なキ 例示し，このキーワードを利用すること
ーワードを自ら見いだし，目的のＷｅｂ によって目的のサイトが表示できること
サイトを表示している。 に気付かせる。

ウ① 課題追究のための情報を的確に収集する 検索条件の使い方についてポイントを整
ために，ＡＮＤやＯＲなどの条件を活用 理させ，効率的な検索とはどのようなこ
して情報の絞り込みを行い，効率的な検 とか気付かせる。
索をしている。

エ① 情報産業の分類や職種について分かりや 身近な情報産業の紹介や回収したワーク
すくワークシートにまとめていることか シートへの添削指導を行い，情報産業と
ら，情報産業の分類や職種について理解 は何かについて気付かせる。
していると判断できる。

３次 ア③ 情報産業に携わる人々の業務内容につい 情報産業に携わる人々を具体的にあげさ
て，身近な事例に関連付けながら具体的 せ，彼らの業務内容を考えさせることに（３，４時限）

考えている。 よって課題追究の意欲を育てる。

イ② 具体的な業務内容と関連付けながら，情 ライフスタイルの変化についてまとめさ
報産業が新しいライフスタイルを提案し せ，この変化に情報産業がどのように関
ている事例を自主的に考えている。 わっているかを考えさせることによっ

て，課題追究の意欲を育てる。

ウ② 文章表現や図・矢印などの活用法を高度 文章表現や図・矢印の活用法のポイント
に身に付けており，ワークシートに記入 を整理させるとともに，分かりやすい表
するに当たってこの技能を積極的に活用 現の要素をまとめさせる。
して分かりやすく表現している。

エ② ワークシートに関連する内容が網羅的に 身近な事例の紹介することによって，情
記入されていたことから，情報産業の展 報産業の展開や今後の展開について気付
開や今後の在り方について十分に理解さ かせる。
れていると判断できる。

４次 ア④ 電子商取引について，身近な事例の調査 電子商取引のポイントを改めて整理さ
を自主的に行い，その成果に基づいてワ せ，課題追究の意欲を育てる。（５，６時限）

ークシートに事例を引用するなどして具
体的に記入している。
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イ③ 電子商取引の利点や欠点を社会生活との インターネットショッピングの具体例を
関連を十分に踏まえながら理解し，これ あげさせ，その長所と短所を考えさせる
に基づいて自らの考えをワークシートに ことによって学習のきっかけを講じる。
記入している。

エ③ ワークシートに複数のインターネットス インターネットスーパーを例示し，長所
ーパーの長所や短所が網羅的に記入され と短所を考えさせることによって，理解
ていたことから，適切に理解していると を深めさせる。
判断できる。

５ 観点別評価の総括
ここで示した事例は，「内容のまとまりごとの評価規準」をベースに授業計画や生徒の実態に合わせ
た学校独自の「学習活動における具体の評価規準」を設定したものである。学習活動における具体の評
価規準を取りあげた評価方法によって「十分満足できると判断される」状況（Ａ），「おおむね満足で
きると判断される」状況（Ｂ），「努力を要すると判断される」状況（Ｃ）の３段階で評価を行い，そ
の結果を次に示す考え方に基づき点数化し，その平均点によって観点別評価の総括を行った。
学習活動における具体の評価規準の評価の結果に対して，評価の総括についての基本的な考え方を次
のように定めた。なお，同一の観点にかかわる具体の評価規準の評価結果に，Ａが１個とＣが１個ある
場合にはＢが２個あるものと見なして評価の総括を行った。

【評価の総括の考え方】
①観点別評価の結果がＡとＢのみでＡが半数以上の場合はＡとし，その他はＢとする
②観点別評価の結果がＢとＣのみでＢが半数以上の場合はＢとし，その他はＣとする
③観点別評価の結果がＡのみの場合はＡとする
④観点別評価の結果がＢのみの場合はＢとする
⑤観点別評価の結果がＣのみの場合はＣとする

評価に当たって，観点ごとに複数の評価方法が考えられるが，本事例では評価方法の特性に応じて重
み付けをあらかじめ定めて評価を行った。例えば，本単元では「関心・意欲・態度」の評価については，
ワークシートの記入態度や内容を分析・点検することによって，よりよく実現状況を把握することがで
きると考えた。そこで次のように，ワークシートから得られた評価結果に対して行動観察から得られた
評価結果より大きく重み付けした。

アの①：アの②：アの③：アの④ ＝ １：１：２：２

なお，本事例では評価に重み付けを行っているため，手続きを簡便にするために評価結果を点数化し
た。点数化後の評価の総括の考え方として，あらかじめ次のように定めた。

【評価の総括の考え方】
①Ａを３点，Ｂを２点，Ｃを１点として点数化し，平均点を計算する
②平均点が２．５以上の場合はＡとする
③平均点が１．５点以上で２．５点未満の場合はＢとする
④平均点が１．５点未満の場合はＣとする

ある生徒（Ｔ）の学習活動における具体の評価規準に沿った評価結果を下表に示す。
この生徒（Ｔ）の観点別評価のうち，「関心・意欲・態度」の評価について上記の重み付けをした。
その結果，アの①がＢ，アの②がＣ，アの③が２Ａ，アの④が２Ａとなり（下表「ア 関心・意欲・態
度」の重み付け欄参照），重み付けを加味した評価を集計するとＡが４個，Ｂが１個，Ｃが１個となる。
そこで，この生徒の「関心・意欲・態度」の観点の評価は次のようになる。

３点（Ａ）×４＋２点（Ｂ）×１＋１点（Ｃ）×１＝１５点
１５点÷６＝２．５点・・・・平均点
観点の総括は「Ａ」となる

なお，重み付けをしない場合は，３点×２＋２点×１＋１点×１＝９で，平均点は９÷４＝２．２５
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となりＢになるが，重み付けをした結果，この生徒（Ｔ）の「関心・意欲・態度」の評価の総括はＡと
なった（下表参照）。
なお，他の３つの観点については「関心・意欲・態度」のように評価方法の特性に応じた重み付けを
行わなかったので，各観点の評価を次の表のように総括した。

〔観点別評価の総括例〕

生徒Ｔ ア 関心・意欲・態度 イ 思考・判断 ウ 技能・表現 エ 知識・理解

評 評 点 重 重み付 平均 評 評 点 平均 評 評 点 平均 評 評 点 平均
価 価 数 み け後の 価 価 数 価 価 数 価 価 数
規 付 点数 規 規 規
準 け 準 準 準

① Ｂ ２ １ ２ 2.5 ① Ａ ３ 2.3 ① Ｂ ２ 1.5 ① Ａ ３ 2.7
② Ｃ １ １ １ ② Ｂ ２ ② Ｃ １ ② Ａ ３
③ Ａ ３ ２ ６ ③ Ｂ ２ ③ Ｂ ２
④ Ａ ３ ２ ６

総括 Ａ Ｂ Ｂ Ａ

専門教科情報については，ここで示した「情報産業と社会」の外，「ネットワークシステム」や「マ
ルチメディア表現」などを含め１０科目があり，それぞれの科目の特質を十分考慮した評価規準を設定
し，適切な評価方法を考え，観点別評価を行う必要がある。そして，実際の評価については学校の状況
や生徒の実態に合わせて観点ごとの重み付けを行うなど，工夫することが望まれる。
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６ 参考資料

情報産業と社会

インターネットスーパーについて調べる

組・番号 座席番号 氏名

インターネットスーパーのWebサイトを見て以下のことを調べましょう。

Ⅰ．あなたが調べたインターネットスーパーの名称とURL（アドレス）を書いてください。

名称

URL

Ⅱ．実際の店舗と比べて品揃えはどうですか。

Ⅲ．インターネットスーパー特有のサービスにはどのようなものがありますか。

Ⅳ．インターネットを使って買い物をする（インターネットスーパー以外も含めて）良い点と悪い点に
ついて考えてみましょう。

良い点（利点）

悪い点（欠点）

Ⅳ．インターネットスーパーのサイトを利用して，現実の店舗との比較や利便性等について考えたこと
を書いてください。




